
令和５年度「県立学校による地域との協働推進事業」実施報告書 

番 号 ９ 学 校 名 添上高等学校 

 

１．事業内容について 

取組・活動・事業名等 地域との共同奉仕活動 

教育課程上の位置付け・ 

目標又は活動のねらい 

全校生徒を対象とした学校行事として実施。校内の施設は本校生徒

を中心に行いながら、ＪＲ櫟本駅周辺や通学路を地域住民の方々と活

動することで、より地域に根差した学校を目指す。 

連携・協働相手 四之坪地区自治会 

地域と共有している 

目標・課題等 

地域と共にある学校として、地域の安心・安全性を高め、住みやすい

地域づくりを目指す。 

取組・活動の内容（生徒の主体性、具体的活動、連携・協働内容など） 

 最寄り駅周辺や道路を中心に清掃活動を実施した。例年は本校のみで清掃活動を行っている。

今年度は学校所在地の四之坪地区自治会の協力のもと、地域の交流も含めて実施した。校内は生

徒主体で草刈りやゴミ拾いといった清掃活動を行い、駅周辺、通路は草抜きやゴミ拾いといった

清掃活動を地域の方々を中心に行うことができた。 

 

２．事業の成果と課題 

普段交流することのない地域の方と活動できたことで、地域の安全・安心を構築できること、

さらに、本校の取組に対する地域の方々からの理解を得ることで、地域と共にある学校づくりを

実現できた。しかし、１年間の活動の中で地域の方々との関わりを増やしていかなければ、上記

内容は達成できないと考える。次年度以降、更に活動を広げていくことを目指したい。 

【生徒の感想】 

普段あまり関わることのない駅員さんや、地域の方々と奉仕活動を行うことで、交流をもつこ

とができました。また、普段利用する駅を綺麗にすることができました。今後もこの綺麗な状況

を維持していけるように、意識して生活していこうと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 


